












　心身障害への対策を立てるに当って,まず必須な基礎資料は,対象となるべき

疾患の種類と,それぞれの正確な患者数および毎年の発生数であろう。それと

同時に,心身障害者が将来どのように増加するか,あるいは減少して行くかとい

う長期的見とおしをつけることも重要である。もしも増加の傾向にあるならば,

その原因を明らかにして防止策を講じなければならないし,逆に減少しつつあ

るものならば,この傾向をさらに助長するよう努力すべきであることは,いうま

てもない。


